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三次市君田中学校区生徒指導規程 

第１章 総則 

 この規程は，三次市立君田小中学校で学校教育を受ける児童生徒の人格の完成を目指すとともに，

保護者，教職員が協力して次代を担う児童生徒の健やかな成長を図るために定めるものとする。こ

の規程は，義務教育９年間の見通しを持った指導について，全市的な共通認識，共通実践を図るた

めのものである。 

 三次市君田中学校区においては，小中一貫教育を推進するために教育目標を「きみたを愛し，主

体的に学び，心豊かでたくましい児童生徒の育成」とし，その実現のために，生徒指導規程を定め

る。また，具体的な目標・指針として，「君田スタンダード」（資料参照）を設定している。 

 三次市立君田小中学校は，この規程を児童生徒ならびに家庭・地域に対して広く周知させ，教育

目標の実現に向けて，各関係機関と連携し，学校・家庭・地域を挙げて取り組むものとする。 

 

（目的） 

第１条 この規程は，三次市立君田小中学校の教育目標を達成するためのものである。児童生徒の

人格の完成をめざして，自主的・自律的に充実した学校生活を送らせるという観点から必

要な事項を定めるものである。 

 

第２章 指導内容について 

１ 学校生活に関すること 

（登下校） 

第２条 登下校については，次のことを指導する。社会の一員として，交通安全ルールを守り，登

下校をする。また，通学違反・マナー違反については，特別な指導をする。 

 

【中学校】 

(1)自転車通学 

①自宅から学校まで２ｋｍ以上の生徒で，自転車通学を希望する場合は，「自転車通学許可申請

書」を提出し，校長から「自転車通学許可書」を得て通学する。 

②自転車を変形・改造しない。必ず，名前を明記する。 

 ・テールランプまたは反射シール・反射鏡はつけること。 

③遅刻しないように，ゆとりを持って家を出る。 

④必ずヘルメットを着用する。（未着用あるいは，あごひもをかけておらず，指導後も改善がみら

れない場合は，その翌日から１週間の自転車での通学を停止とする。） 

⑤交通ルールを守り，事故にあわないようにするとともに，地域の方々に迷惑をかけないように

する。（危険行為を行っている場合は，ヘルメット未着用の場合と同様の措置とする） 

⑥学校では決められた場所に自転車を置き，必ず施錠をする。 

⑦雨天の場合は，カッパを着用する。（傘さし運転は禁止） 

⑧登下校のとき，出会った人には挨拶をする。 

 

【小学校】 

(1)通学班 

①通学班での登下校を原則とする。通学班の編成や通学路は各地域によって決定し，変更がある

場合は速やかに学校に連絡する。 

②集合時刻，交通ルール，歩道でのマナーを守り，定められた通学路を通って登下校を行う。 
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【小中学校共通】 

(2)バス通学 

①パスピー定期券を大切にする。（紛失・破損の場合，再発行は難しくなる） 

②乗務員さんや出会った人には挨拶をする。 

③車内では静かにして，周りの人に迷惑をかけない。 

④運転に支障が起こるようなことは絶対にしない。 

(3)徒歩通学 

①遅刻をしないように，ゆとりを持って家を出る。 

②交通ルールを守って，事故にあわないようにする。 

③登下校のとき，出会った人には挨拶をする。 

 

（登校・遅刻・欠席・早退・外出） 

第３条 登校・遅刻・欠席・早退・外出については，次のことを指導し，望ましい生活習慣づくり

をするために，登下校等に関する規程を定める。 

(1)登校時刻は，８時１５分までとし，教室で着席する。 

(2)欠席の場合は，８時１５分までに，保護者が欠席の理由を学校に連絡する。 

(3)遅刻の場合は，８時１５分までに，保護者が遅刻の理由を学校に連絡する。 

また，遅刻して登校した場合は，職員室に報告して，授業場所に行く。 

(4)早退の場合は，必要に応じて保護者が早退の理由，時間，早退時の下校方法（送迎する人や下校

手段等）を予め学校に連絡する。 

(5)原則，登校したら，校外には出ない。特別な理由がある場合は職員室に連絡して許可を得る。 

 

（頭髪） 

第４条 頭髪については，次のことを指導する。学習活動や運動等の教育活動の妨げとならない清

潔かつ自然な髪形や長さとする。 

※改善が見られない場合，現状の回復を図るため特別な指導を行う。 

(1)髪形 

ア 肩や目にかからない髪の長さとする。 

 イ 肩にかかる場合は，黒，紺，茶色のゴムで束ねる。装飾されたピンやリボンは使用しない。 

 

(2)染色・脱色・着毛・整髪料・パーマ・アイロン・そりこみ・髪を結う・不自然な髪型等は禁止す

る。 

 

（化粧・装飾・装身具・不要物・所持品） 

第５条 化粧・装飾・装身具・不要物については，次のことを指導する。 

(1)口紅（色付きリップクリームを含む）マスカラ等の化粧類 

(2)マニキュア等の爪や皮膚への装飾 

(3)ピアス，指輪，ネックレス，ブレスレット，サングラス，カラーコンタクト，ミサンガ等の装 

身具 

(4)眉毛のそり落とし，眉毛の加工 

※(1)～(4)について違反があった場合は，特別な指導を行う。 

(5)携帯電話やスマートフォン等の情報通信機器，デジタルカメラ，ゲーム類，マンガ，化粧品，装

飾品，雑誌，お菓子類，遊戯物等の持ち込みを禁止とする。 
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(6)学校での学習活動に必要でないものは，持参しない。 

※(5)～(6)について違反があった場合は，学校預かりを行い特別な指導を行う。 

(7)所持品には必ず名前を書く。 

(8)お金は必要な時以外は持って来ない。やむを得ず持って来た場合は，朝会時に担任に預ける。 

 

（指導・身なり等） 

【中学校】 

第６条 制服等，身なりについては，次のことを指導する。校内外の学習活動及び登下校時（休業

日を含む）は，学校が定める制服（服装）を正しく着用する。 

(1)服装 

①冬服  規定の上着を着用する。 

②夏服  上着は着用しない。  

シャツは白色・無地のポロシャツ(ワンポイントもないもの)とする。 

③服装の移行  ６月１日・１０月１日を衣替えとし，その前後に移行期間を設ける。                         

(2)シャツ 

①白色・無地のポロシャツ・ブラウスを着用し，裾はズボン・スカートの中に入れる。 

②ブラウスを着用する時には，指定のリボンを着ける。 

③シャツの下には，衛生面，自己防衛面を含めて下着を着用する。 

(3)ズボン・スカート 

①ズボン 

指定のズボンを着用する。ベルト(色は黒・紺とし，飾りが付いた物やエナメルの物，極端に

細い物は，禁止とする)を必ず着用し，腰パン（ズボンをずらした着こなし）や裾擦り（床に

裾がつき破れる）変形等は禁止とする。 

②スカート 

指定のスカートを着用する。スカート丈は，膝が隠れるものとする。                         

(4)ソックス 

①白色，黒色，紺色とする。色柄の入っているものは禁止とする。（ワンポイントは可・くるぶし

ソックスは不可） 

②冬季のみストッキング・タイツは，黒・紺・ベージュを可とする。ただし，体育の授業時にお

いてハーフパンツを着用する場合は，着用しない。 

(5)通学靴 

①通学靴は，体育等の授業で使用できるものとし，ローカットで色は，白地のビニルまたは布製

のひも靴とする。ハイカットやミドルカット，マジックテープ，色つきのひもは認めない。 

②雨天時や降雪時は，長靴を使用してもよい。 

(6)上履き・体育館シューズ 

指定のものを使用する。上履きは，前上部に名前を明記し，履物はかかとを踏まない。 

(7)セーター・ベスト・カーディガン 

冬季には，紺色・黒色または灰色の物を着用してもよい。ただし，制服の裾からはみ出さない，

また袖は手首より短いものを使用する。 

(8)ウインドブレーカー等，防寒着等 

冬期間は，制服のうえに防寒用オーバーコート，ジャンパー，マフラー，ネックウオーマー，耳あて

等を使用してもよい。但し，華美なものは避け，登下校の交通安全に支障のないものとする。また，

校内では着用しない。 

※(1)~(8)について違反があった場合は，特別な指導を行う。 
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(9)通学用カバン 

 機能性や健康安全面等を考慮し各自で購入すること。 

【小学校】 

第６条 制服等，身なりについては，次のことを指導する。校内外の学習活動及び登下校時（休業

日を含む）は，学校が定める制服（服装）を正しく着用する。 

  (1)制服 

①冬服 

ア 上着 

紺色のイートン シングルまたはダブルとする。 

イ シャツ 

白色のカッターシャツ，ブラウス，白色無地のポロシャツを着用し，シャツ出しはしない。 

ウ ズボン・スカート 

紺色のズボン・ひだのあるつりスカートを着用する。 

②夏服 

ア シャツ 

白色のカッターシャツ，ブラウス，白色無地のポロシャツを着用し，シャツ出しはしない。 

イ ズボン・スカート 

紺色のズボン・ひだのあるつりスカートを着用する。 

③服装の移行 ６月 1 日・１０月 1 日を衣替えとし，その前後に移行期間を設ける。 

(2)ズボン・スカート 

①スカート丈は，起立した状態で膝が隠れる程度の長さとする。 

②冬季のみストッキング・タイツは，黒・紺・ベージュを可とする。ただし，体育の授業時にお

いてハーフパンツを着用する場合は，着用しない。 

(3)靴下 

①白色，黒色，紺色とする。色柄の入っているものは禁止とする。（ワンポイントは可・くるぶし

ソックスは不可） 

(4)通学靴 

①運動しやすい靴とする。登下校や学習で使用することから機能的なシューズを使用する。かか

とを踏まない。 

②雨天時や降雪時は，長靴を使用してもよい。 

(5)上履き・体育館シューズ 

①学校の指定のものを使用する。名前を明記し，かかとをふまない。 

(6)セーター・ベスト・カーディガン 

①冬季には，紺色・黒色または灰色の物を着用してもよい。ただし，制服の裾からはみ出さない，

また袖は手首より短いものを使用する。 

(7) ジャンパー等，防寒着 

冬期間は，制服のうえに防寒用オーバーコート，ジャンパー，マフラー，ネックウオーマー，耳

あて等を使用してもよい。但し，華美なものは避け，登下校の交通安全に支障のないものとする。

また，教室内では着用しない。 

 (8)登校用帽子 

登下校時は，黄色帽子を着用すること。 

※(1)～(8)について違反があった場合は，特別な指導を行う。 

２ 生徒指導 

繰り返し指導を受ける生徒の場合は，特別な指導を行う。 
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(1)授業や学校生活全般 

①自分の持ち物には，必ず記名する。 

②時刻を守る。 

③授業時の挨拶，返事，言葉づかいを大切にする。 

④学習は学校生活の中心となるものです。自分の目標に向かって，毎日の授業を大切にして，意

欲的に取り組み，基礎学力をしっかり身につける。そのためには，集団学習のマナーとして，

次のことを守る。 

ア 常に時間を意識して行動する。時間になったら席につき，準備し自習を始める。 

イ 教室移動は，休憩時間にすませる。 

ウ 通院等で授業に遅れたときは，登校したことを職員室へ報告し，授業の教室へ行く。 

保健室に行くときは，その理由を必ず教科担任に伝えてから行く。 

エ 自主的に学習に取り組める力を身に付けるために，先生の話や友だちの発言をよく聞き，

すすんで質問・発言をする。 

オ 他の人に迷惑をかけない学習態度を心がける。（私語など） 

(2)休憩時間 

①学校の外や，立ち入り禁止場所には行かない。 

②校内放送は，静かに聞く。 

③特別教室や，他の教室には，勝手に入らない。 

④校舎内で走りまわったり危険な遊びや球技などをしたりしない。 

⑤学校の施設や道具，草花や樹木，飼育動物を大切にする。 

⑥整理整頓をする。（靴箱，机，ロッカー，掃除道具入れ，掲示物等） 

⑦廊下や階段を走らず，右側通行を守る。 

⑧グランド，体育館，遊具などの遊びのルールを守る。 

(3)保健室利用 

①体調がすぐれない場合，保健室を利用することができる。利用時間は，１時間程度として，体

調の回復が見込めない時は，学校から保護者に連絡をする。 

②度重なる保健室の利用の場合，保護者に連絡し，医療機関への受診をすすめる。 

③虐待の疑われる場合は，学校より関係機関に通告し連携して支援する。 

※虐待：身体的，性的，ネグレクト，心理的虐待または疑われる場合。 

※保護者としての監護を著しく怠る等，疑われる場合。 

(4)給食 

エプロン・帽子・マスクを着用し，衛生面に注意して給食当番等をする。 

(5)掃除 

掃除は，学校の環境を整える学習活動の一つである。不要なおしゃべりをせず時間いっぱい丁

寧に掃除をする。 

(6)教育相談 

学校は，生徒，保護者から教育相談の希望があった場合，スクールカウンセラーや子ども応援

センター等と連携する。 

 

(7)その他 

①中学生は休日に忘れ物をして学校に行く場合は制服で登校する。  

②卒業生や部外者の学校内への無断立入りは禁止する。用事のある場合は，職員室へ連絡する。 

学校の敷地内に入り，指導したにも関わらず，校外に移動しない場合，関係機関と連携する。 

③学校内の施設設備，備品等を破損した場合や発見した時は，職員室に届け出る。場合によって
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は，関係機関と連携する。 

 また，故意に公共建造物・備品等器物を損壊させた場合は，第１０条（１）の触法行為となり

ます。その場合は原則として，修復費の全額または一部を保護者に負担していただきます。 

④ケガや体調不良で，保護者に送迎をしてもらう場合は，学校の正門前や地域住民の迷惑になる

場所で乗降車しない。 

 

第３章 校外での生活に関すること 

 (校外での生活）  

 第 7 条 校外での生活については次のように定めます。 

 (1)登下校における買い食いはしない。 

(2)友達の家に泊まりに行ったりする場合は，保護者の許可をもらう。(必ず保護者間で連携を取っ

てもらうこと。)  

(3)外出する時は，行き先・同行人・帰宅時間を保護者に伝える。(原則，無断夜間外出は禁止) 

(4)娯楽のために外出する時は，保護者と外出する。 

  ※携帯電話やスマートフォン等の様々な情報通信機器により，出会い系サイトやＳＮＳに入り，

いろいろなトラブルや犯罪に巻き込まれる小中学生が増加しています。判断力のまだまだ弱い小

中学生が携帯電話等を持つことについては，保護者の方の責任において「子ども任せにしない」

ように管理の徹底をお願いします。 

 

（家庭での生活） 

第８条 家庭では，保護者と生活等について話し合い，家族の一員として約束を守る。 

（1）家庭での生活について 

①学習は，「君田スタンダード」，家庭学習強化週間，毎週水曜日ノーテレビ・ゲーム・ケイタイ

デイ（１８時以降）等で決まっている時間を計画的に進める。 

  ②携帯電話やスマートフォン・ゲーム・テレビ等の時間は，小学生・中学生１日１時間以内とす

る。 

  ③２１時以降の電話・メール・ＳＮＳ通信等はしない。どうしても必要な場合は，保護者を通し

て行う。 

（校区外での生活） 

 繰り返し指導を受ける生徒の場合は，特別な指導を行う。 

第９条 校区外の生活については次のことを指導する。 

(1)児童生徒だけでの校区外への外出 

①原則として，児童生徒だけで校区外へ遊びに行かない。校区外在住の児童生徒宅に遊びにいく

場合は，両方の保護者がそのことを認知し，各家庭において十分な安全指導を行うものとする。

自転車に乗る場合は，必ずヘルメットを着用する。  

(2)児童生徒だけでの市外への外出 

①原則として，校区外への外出と同様とする。 

(3)児童生徒だけでの娯楽施設への入店（カラオケボックス，ゲームセンター，インターネットカフ

ェ，ボーリング場，マンガ喫茶，ビデオ取扱店，映画館，大型店舗内のゲームコーナー，レンタ

ルビデオ取扱店等）の禁止 

(4)児童生徒だけでの外泊や夜間徘徊禁止 

①保護者は，夜間，中学生は（午後１１時から翌日午前４時までの時間）小学生は（午後８時か

ら翌日午前６時までの時間）外出させないようにする。 

②保護者は，広島県青少年健全育成条例により，娯楽施設の利用にあたっては，同伴の場合であ
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っても，夜間の利用はしないようにする。 

③休日に友だちの家に遊びに行く場合は，原則として午後からとし，午後５時半までには帰宅す

る。（１１月～２月は午後５時） 

(5)情報通信機器 

①本市は，学校への携帯電話の持込を原則禁止している。携帯電話等やスマートフォン等の情報

通信機器については，家庭でのルールづくり，夜間の携帯電話の保管場所，情報通信機器（パ

ソコン・ゲーム機等）のフィルタリングに努める。 

(6)酒・たばこ類等の購入 

①保護者は，酒，たばこ類を児童生徒に購入させないようにする。 

(7)危険個所への立入り 

①保護者は，立入り禁止箇所や廃屋，池等危険が予想される場所に児童生徒が立入らないように

する。 

(8)交通違反 

①道路交通法に違反しないようにする。 

【小学校のみ】 

(9) 自転車の乗車 

①自転車乗車時には，ヘルメットを必ず着用させること。 

②自転車乗車範囲は，低学年は家のまわり，中学年は地域内，高学年は校区内とする。 

③自転車への乗車は，保護者の判断で，危険がない状態で許可する。 

 

第４章 特別な指導に関すること 

（特別な指導） 

 「社会で許されないことは，学校においても許されない。」ことであり，児童生徒が起こした問題行

動を反省させ，事後よりよい学校生活を送るために自己を振り返り，適切な行動ができるよう指導

する。 

 

（問題行動への特別な指導） 

第１０条 問題行動への特別な指導として，問題行動を起こした児童生徒には，教育上，必要と認

められる場合は，特別な指導を行う。但し，発達段階や常習性も配慮し指導を行う。 

(1)法令・法規に違反する行為 

①いじめ防止対策推進法 

定義「児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人間

関係にある他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネットを通じ

て行われるものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じてい

るものをいう。 

②窃盗・万引き・占有物離脱横領 

③喫煙・飲酒 

④暴力・威圧・強要行為 

⑤公共建造物・備品等器物損壊 

⑥交通違反 

⑦性に関するもの 

⑧薬物等乱用 

⑨刃物等所持 

⑩その他の法令・法規に違反する行為 
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(2)学校の規則等に違反する行為 

①暴力行為（対教師・生徒間・対人・器物損壊） 

   ※相手に外傷等がなくても有形力の行使が暴力行為となる場合もある。（体当たりや腕で突く

等） 

②喫煙・飲酒及び準備行為（購入・所持・行為同一場所滞在） 

③登校後の無断外出，無断早退 

④指導に従わない（指導無視・暴言・授業エスケープ・授業中の無断立ち歩き・授業妨害行為等） 

⑤携帯電話の持込み（許可申請を除く） 

⑥学習等に必要のない不要物持込み 

⑦不正行為（テスト等のカンニング等） 

⑧家出及び深夜徘徊 

⑨金品強要 

⑩無免許運転及び同乗 

⑪無断アルバイト 

⑫暴走族等，関係団体への加入及び参加 

⑬不健全娯楽や不純異性交遊 

⑭情報機器等を介した誹謗中傷の書き込み 

⑮その他，学校が教育上指導を必要とすると判断した行為。 

 

（反省指導等） 

第１１条 特別な指導のうち，反省指導等は，次の通りとする。但し，発達段階や常習性も配慮 

し指導を行う。 

(1)説諭による指導 

①口頭による説諭指導（短時間での指導） 

(2)学校反省指導 

①別室による反省指導（１～２時間→半日→１日→３日→５日） 

②授業観察による反省指導（１日→３日→５日） 

③奉仕作業による反省指導（１日→３日→５日） 

④教育相談と反省指導を複合した指導（スクールカウンセラー・こども応援センター等） 

⑤保護者来校による授業観察指導（半日→１日→３日→５日） 

⑥学校と保護者による協議 

 

（反省指導の実施） 

第１２条 反省指導の実施については，原則，学校反省とする。 

(1)反省指導は，登校させて別室で行う「別室 反省指導」と通常の学校生活（授業等）で行う「授

業反省指導」の２段階がある。 

①反省指導期間中にある定期試験等は別室で受験する。 

②反省指導期間中にある学校行事や部活動の公式大会への参加は，別途協議する。 

（反省指導の期間） 

第１３条 反省指導の期間については，次の通りとする。 

      別室反省指導の期間は，概ね１時間から５日とし，授業反省指導の期間は，概ね１日か

ら１０日とする。ただし，発達段階や問題行動の程度，繰り返し等により指導期間を変

更することがある。 

（特別な指導を実施するにあたって） 
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第１４条 特別な指導は，児童生徒が自ら起こした問題行動に気づき，振り返る時間を通して，そ

の時の適切な行動は，どうすればよかったのかについて考える。同じ問題行動を繰り返

さずに，事後よりよい学校生活を送り，人格の形成を行うためのものである。この観点

から，実施にあたっては，次の事項について明確にする。 

(1)特別な指導は，学校体制として取り組み，事実の確認，反省（振り返り），再発防止のための具

体的な約束や展望を持たせる。 

(2)特別な指導を行うに当たっては，十分な事実確認を行い，指導記録を残す。 

(3)特別な指導のねらいや期間，指導計画を明確にし，児童生徒・保護者・教職員で確認する。 

(4)法令・法規に違反する行為，いじめ，暴力行為，その他，児童生徒で，指導を繰り返す場合は，

関係機関に相談し，学校と関係機関及び保護者が連携して指導する。 

(5)反省期間については，形式的にならないようにし，目的を明確にし短期間で行う。（目安となる

日数を第１１条に明記）また，児童生徒の発達の段階も考慮して効果的に行う。 

（規程の周知） 

第１５条 児童生徒を対象とする全校集会や保護者を対象とする入学説明会，全保護者が出席する

入学式，ＰＴＡ総会，学級懇談会，地域懇談会等で直接説明を行う。また，ホームペー

ジでの公開や，学校に来校のない保護者には，家庭訪問や郵送等を通じて，周知の徹底

を図る。 

（反省指導の内容） 

「事実確認表」「振り返り表」「反省指導記録表」により指導する。 

 

平成２４年４月１日施行 平成２７年２月１９日改正 平成２８年１月２９日改正 

平成２８年４月１３日改正 平成２９年３月２９日改正 平成３０年２月１３日改正 

平成３０年４月２日改正 令和２年２月６日改正  令和５年３月２６日改正 

 

＜資料：「君田スタンダード」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省通知「学校において生じる可能性がある犯罪行為等について」 

（別紙１） 

「君田スタンダード」 

①自分から進んであいさつをしよう。 

②早寝・早起き・朝ごはんの習慣をつけよう。 

③体力づくりに取り組もう。 

④お互いに協力し合い校内の環境整備(整理整頓・掃除）につとめよう。                

⑤次の日の準備は必ずしよう。 

⑥時間を守ろう。 

○チャイムが鳴る前に授業の準備をして座っておこう。(３分前行動 1 分前着席) 

○遅刻をしないようにしよう。登下校時間を守ろう。 

⑦人の話をしっかり聴こう。 

⑧家庭学習に計画を立てて，進んで取り組もう。 

○小学校：低学年：３０分以上 中学年：４０分以上 高学年：６０分以上 

○中学校：２時間以上。 

○宿題が終わったら読書をしよう。 
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いじめの態様

（※） 
刑罰法規及び事例 

ひどくぶつか

られたり，叩

かれたり，蹴

られたりす

る。 

暴行 

（刑法第 208条） 

第 208条 暴行を加えた者が人を傷害するに至

らなかったときは，2年以下の懲役若しくは 30万

円以下の罰金又は拘留若しくは科料に処する。 

事例：同級生の腹を繰り返し殴ったり蹴ったりす

る。 

傷害 

（刑法第 204条） 

第 204条 人の身体を傷害した者は，15年以下

の懲役又は 50万円以下の罰金に処する。 

事例：顔面を殴打しあごの骨を折るケガを負わせ

る。 

軽くぶつから

れたり，遊ぶ

ふりをして叩

かれたり，蹴

られたりす

る。 

暴行 

（刑法第 208条） 

第 208条 暴行を加えた者が人を傷害するに至

らなかったときは，2年以下の懲役若しくは 30万

円以下の罰金又は拘留若しくは科料に処する。 

事例：プロレスと称して同級生を押さえつけたり投

げたりする。 

嫌なことや恥

ずかしいこ

と，危険なこ

とをされた

り，させられ

たりする。 

強要 

（刑法第 223条） 

第 223条 生命，身体，自由，名誉若しくは財産

に対し害を加える旨を告知して脅迫し，又は暴行

を用いて，人に義務のないことを行わせ，又は権

利の行使を妨害した者は，3年以下の懲役に処

する。 

2 親族の生命，身体，自由，名誉又は財産に対

し害を加える旨を告知して脅迫し，人に義務のな

いことを行わせ，又は権利の行使を妨害した者

も，前項と同様とする。 

3 前 2項の罪の未遂は，罰する。 

事例：断れば危害を加えると脅し，汚物を口にい

れさせる。 

強制わいせつ 

（刑法第 176条） 

第 176条 13歳以上の男女に対し，暴行又は脅

迫を用いてわいせつな行為をした者は，6月以上

10年以下の懲役に処する。13歳未満の男女に

対し，わいせつな行為をした者も，同様とする。 
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事例：断れば危害を加えると脅し，性器を触る。 

金品をたから

れる。 

恐喝 

（刑法第 249条） 

第 249条 人を恐喝して財物を交付させた者は，

10年以下の懲役に処する。 

2 前項の方法により，財産上不法の利益を得，

又は他人にこれを得させた者も，同項と同様とす

る。 

事例：断れば危害を加えると脅し，現金等を巻き

上げる。 

金品を隠され

たり，盗まれ

たり，壊され

たり，捨てら

れたりする。 

窃盗 

（刑法第 235条） 

第 235条 他人の財物を窃取した者は，窃盗の

罪とし，10年以下の懲役又は 50万円以下の罰

金に処する。 

事例：教科書等の所持品を盗む。 

器物損壊等 

（刑法第 261条） 

第 261条 前 3条に規定するもの（公用文書等

毀棄，私用文書等毀棄，建造物等損壊及び同致

死傷）のほか，他人の物を損壊し，又は傷害した

者は，3年以下の懲役又は 30万円以下の罰金

若しくは科料に処する。 

事例：自転車を故意に破損させる。 

冷やかしや

からかい，悪

口や脅し文

句，嫌なこと

を言われる 

脅迫 

（刑法第 222条） 

第 222条 生命，身体，自由，名誉又は財産に

対し害を加える旨を告知して人を脅迫した者は，

2年以下の懲役又は 30万円以下の罰金に処す

る。 

2 親族の生命，身体，自由，名誉又は財産に対

し害を加える旨を告知して人を脅迫した者も，前

項と同様とする。 

事例：学校に来たら危害を加えると脅す。 

名誉毀損，侮辱 

（刑法第 230条，

231条） 

第 230条 公然と事実を摘示し，人の名誉を毀損

した者は，その事実の有無にかかわらず，3年以

下の懲役若しくは禁錮又は 50万円以下の罰金

に処する。  

2 死者の名誉を毀損した者は，虚偽の事実を摘

示することによってした場合でなければ，罰しな

い。 

第 231条 事実を摘示しなくても，公然と人を侮

辱した者は，拘留又は科料に処する。 
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（※）いじめの態様：「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」

における「いじめ」の調査項目の「いじめの態様」                以上  

事例：校内や地域の壁や掲示板に実名を挙げ

て，「万引きをしていた」，気持ち悪い，うざい，な

どと悪口を書く。 

パソコンや携

帯電話等で，

誹謗中傷や

嫌なことをさ

れる。 

脅迫 

（刑法第 222条） 

第 222条 生命，身体，自由，名誉又は財産に

対し害を加える旨を告知して人を脅迫した者は，

2年以下の懲役又は 30万円以下の罰金に処す

る。 

2 親族の生命，身体，自由，名誉又は財産に対

し害を加える旨を告知して人を脅迫した者も，前

項と同様とする。 

事例：学校に来たら危害を加えると脅すメールを

送る。 

名誉毀損，侮辱 

（刑法第 230条，

231条） 

第 230条 公然と事実を摘示し，人の名誉を毀損

した者は，その事実の有無にかかわらず，3年以

下の懲役若しくは禁錮又は 50万円以下の罰金

に処する。 

2 死者の名誉を毀損した者は，虚偽の事実を摘

示することによってした場合でなければ，罰しな

い。  

第 231条 事実を摘示しなくても，公然と人を侮

辱した者は，拘留又は科料に処する。 

事例：特定の人物を誹謗中傷するため，インター

ネット上のサイトに実名を挙げて「万引きをしてい

た」，気持ち悪い，うざい，などと悪口を書く。 

パソコンや携

帯電話等で，

誹謗中傷や

嫌なことをさ

れる。 

児童ポルノ提供等 

（児童買春，児童 

ポルノに係る行為

等の処罰及び児童

の保護等に関する

法律第 7条） 

第 7条 （略） 

2～3 （略） 

4 児童ポルノを不特定若しくは多数の者に提供

し，又は公然と陳列した者は，5年以下の懲役若

しくは 500万円以下の罰金に処し，又はこれを併

科する。（略） 

5 前項に掲げる行為の目的で，児童ポルノを製

造し，所持し，運搬し，本邦に輸入し，又は本邦

から輸出した者も，同項と同様とする。（略） 

6 （略） 

事例：携帯電話で児童生徒の性器の写真を撮

り，インターネット上のサイトに掲載する。 
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（別紙２） 

いじめの定義について 
いじめ防止対策推進法の施行に伴い，平成 25年度から以下のとおり定義されています。 

 

個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は，表面的・形式的に行うことなく，いじめら

れた児童生徒の立場に立って行うものとする。 

「いじめ」とは，「児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児

童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為

（インターネットを通じて行われるものも含む。）であって，当該行為の対象となった児童生徒が

心身の苦痛を感じているもの。」とする。なお，起こった場所は学校の内外を問わない。 

「いじめ」の中には，犯罪行為として取り扱われるべきと認められ，早期に警察に相談すること

が重要なものや，児童生徒の生命，身体又は財産に重大な被害が生じるような，直ちに警察に

通報することが必要なものが含まれる。これらについては，教育的な配慮や被害者の意向への

配慮のうえで，早期に警察に相談・通報の上，警察と連携した対応を取ることが必要である。 

 

（注 1）「いじめられた児童生徒の立場に立って」とは，いじめられたとする児童生徒の気持ちを重

視することである。 

（注 2）「一定の人間関係のある者」とは，学校の内外を問わず，例えば，同じ学校・学級や部活動

の者，当該児童生徒が関わっている仲間や集団（グループ）など，当該児童生徒と何らか

の人間関係のある者を指す。 

（注 3）「心理的または物理的な影響を与える行為」とは， 

・冷やかしやからかい，悪口や脅し文句，嫌なことを言われる 

・軽くぶつかられたり，遊ぶふりをして叩かれたり，蹴られたりする 

・ひどくぶつかられたり，叩かれたり，蹴られたりする 

・金品をたかられる 

・金品を隠されたり，盗まれたり，壊されたり，捨てられたりする 

・嫌なことや恥ずかしいこと，危険なことをされたり，させられたりする 

・パソコンや携帯電話等で，誹謗中傷や嫌なことをされる  等を指す。 

（注４）「インターネットを通じて行われるいじめ」とは，携帯電話やパソコンを通じて，インターネット

上のウェブサイトの掲示版などに特定の子どもの悪口や誹謗・中傷を書き込んだり，ＳＮＳ

（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を利用してメールを送ったり仲間外しをしたりする

などの方法により，いじめを行うもののことである。 

（注 5）けんか等を除く。ただし，外見的にはけんかのように見えることでも，よく状況を確認するこ

と。 


